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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（12 月 21 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　この前の祈祷会で自分のバランスがとれているかと
いうことをたずねられました。その時に、最近の自分
は家と仕事場と教会の往復で、自分の世界が狭く楽し
んでいないということを思わされました。その時に「ど
こか遠くに旅行に行きたい」そう思いましたが、祈祷
会の中で「いつもの風景の中にも神様を感じることが
できる」と言われ、一箇所思いついた場所がありました。
それは通勤途中の山の「雲海」です。本当にその一瞬
ですが、上りから下りになるときに、その雲海の中を
通ります。ちょうど朝日が昇ってきている時間と重な
りなんともすばらしい光景です。「止まってみればきれ
いだろうなあ」と思いつつ、自分はいつもせかせかと
その場所を通りすぎてしまっています。考えてみれば
なんとももったいない話です。少し家を早く出て行け
ばできることですが、その小さなことが結局できず、
神様のすばらしいプレゼントを楽しめていないなあと
思いました。
「 私は知った。人は生きている間に喜び楽しむほか何も
良いことがないのを」（伝 3：12）
何もないと思っても、ふと目線をかえればそこには神
様からのすばらしい贈り物があります。そういうもの
に目を留めて、喜び楽しみたいと思いました。

エレ12章～18章 　水15金17

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
エレミヤ１１章から２０章までは「悔い改めないユ
ダの民」と題をつけることができます。11 章前半
は契約と律法を守ることについて、11 章後半と 12
章前半はエレミヤ謀殺計画について、12 章後半は
ユダとそれを攻める敵について、13 章は堕落して
いく民について、14 章、15 章前半は国家破滅を前
にした嘆きについて、15 章後半はエレミヤと神の
問答について、16 章は迫り来るさばきについて、
17 章は様々な言葉について、18 章は民の作り変え
について、19 章、20 章は捨てられる神の民につい
て書かれています。このように主題を辿っていくと
民がどのような道を通っていったのかが分かりま
す。神様は契約や律法を守るように伝えているので
すが、耳を傾けない民によってどんどんと捕囚とい
う結果を刈り取っていくことになっていく様子が想
像できます。またその中でエレミヤと神の問答が書
かれているように、神と人との間に立てられたもの
としての役目を果たしている姿もわかってきます。
私たちも先に救われたものとしての役目を果たして
いきましょう。
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「私にあるもの」
　最近の子どもたちは、何を聞いても即答で「知らない」と答え
ることが多いです。それは子どもたちだけではありません。私た
ちが教会に行っている理由は何ですか？なぜ仕事に行くのです
か？なぜ眠り、なぜ食事をして、なぜ生活を送るのか、答えられ
ますか？空気でも水でも、天地万物全てのものが緻密な計算のも
と、目的と使命を持って働いています。しかし人間だけが、「本当
は…」と、分かっていながら出来なかったり、この緻密な計算を
平気で破ってしまうのです。ですから私たちはもう一度、自分が
どういう目的でそこに遣わされているのかを確認したいと思いま
す。
　蝋燭にも目的があります。自分の体を燃やしてけずって犠牲に
して、私たちに光を与えるのです。このように、何か目的を果た
そうとする時、犠牲が伴います。だから、私たちが目的を尋ねら
れると「考える」と言う犠牲を払わなければいけないので、非常
に疲れます。小さい時から詰め込み式の教育で考えることが少な
い環境で育ちました。だから、自分たちが「良いこと」「悪いこと」
と判断していることの理由も考えなくなったのです。そして「こ
れがルールでしょ」と何事も「ルール」で判断するようになって
しまったのです。例えば、やくざさんたちは、自分の身を守るた
めにいろいろと考えて行動しています。自分たちの身を守るあま
り他人を傷つけてしまうことがあります。でも、それは、自分の
身を守るために分かってやっているのです。私たちはどうでしょ
う？ルールで生きているのでルールを犯すようなこと、法に触れ
るようなことはしません。しかし、よく考えずに行動するので、
チクチクと小さな傷を相手に負わせています。しかし、考え無し
に行動しているので、相手を傷つけていることしら分からないで
行動し続けているのです。そのことに気づいているでしょうか？
　今回の聖書箇所は、足なえの人の癒しの箇所です。ここではよ
く奇蹟がクローズアップさせるのですが、今日は、パウロの言っ
た「金銀は私にはない。しかし、私にあるものを上げよう。」に注
目したいと思います。私たちは、いつも目先に捕らわれがちです。
先週も「近視眼になるな」と語られました。私たちがさまざまな
物事を見る時に、その目の前にある問題から何を感じるか…です。
この箇所でパウロは金銀は私にはない。しかし、私にあるものを
上げよう。」と言って、足なえの人に一時の幸せのための行動では
なく、その人の人生を変える働きをしたのです。そうすると、周
囲の人々は、その起こった奇跡に目を向けて「パウロは特別な人だ」
と言うのです。現在でも多くの宗教はこの奇跡に目を向けさせて
信じさせようとするのです。神さまを信じて行ったことに対して
奇蹟は起こりますが、それ自体は何ら凄いことではありません。
神さまの目から見て、その奇蹟を通してその人の人生が変わるこ
とが大事なのです。パウロの言った「私にあるもの」…私たちに
あるものは何でしょう？人と比較して、「自分はダメ」「あの子は
どうして…」などと現状に目が向いていると私たちにあるものを
見失ってしまうのです。
　自分にあるもの、その素晴らしさを知っていますか？産まれた
時から、私たち１人１人ににしかない個性があります。これを聖
書では「タラント」と言います。芸能界で才能のある人のことを
タレントと言います。この元はこの「タラント＝磨いて作りあげ
る才能ではなく、無条件に与えられる才能」です。この個性が、
その人の目的になります。この目的を果たして活きる時に「タレ
ント」と呼ばれるような輝いた姿になるのです。ところが、私た
ちは自分の個性を感じなくなりました。みんな同じように育てら
れて、将来もみんな同じようなものなることを望まれて、さらに「ど
うして○○ちゃんは出来るのに、あなたは出来ないの？」などと
比較されてしまって、「出る釘は打たれる」状態で、目立つ個性を
奪われてきたのです。個性を奪われた子は、二度とその個性を出
そうとはしません。となりの人を見てください。同じですか？違
いますよね。みんなそれぞれ個性的なのです。この様な世の中で、
このクリスマスに教会に集っている私たちは、私にあるものに目
を向けていかなければいけません。私たちが持っているものを、
ただ知るだけです。イエスさまは、真っ暗な洞窟の中でお生まれ
になり、世を照らす光となりました。今、私たちの心の真っ暗で
自分が分からなくなっているところにイエスさまの光が照らされ
ています。その光によって自分の良いところも悪いところも見え
るようになります。神さまが与えてくれたタラントは私たちを生
かす道具でもあり殺す道具でもあるのです。それはどう用いるか
によるのです。だから自分にあるものが何なのかを理解していな
ければ私たちは、その用い方を誤ってしまうのです。
　ですから、自分を知るために①無知からの脱出をしなければい
けません。知らないがゆえに、多くのことを損しています。一番
の損は自分の素晴らしさを知らないことです。神さまが私たちを

素晴らしく創造したにもかかわらず、そのことを忘れてしまって
いるのです。ですから、私たちは、自分の芝らしさを知ることを
思い出さなくてはいけません。自分の素晴らしさを知った私たち
は、いろいろな物事に対して、知らないままで終わらせないよう
にしなくてはいけません。私たちは、考えるように神さまに造られ
ました。「人は考える葦である」と言われるとおりです。葦は群生しま
すが、それぞれが立っていなければみんな倒れます。ですから教会に
集う私たちが、教会で力を蓄えて、それぞれ考えて行動し、それぞれ
がおかれているところでそのタラントを発揮すればその場は変わりま
す。聖書に御言葉から、神さまから知恵をもらって考えて行動しましょ
う。そうすれば私たちが変わります。口から発する言葉や顔の表情１
つをとってもです。それが相手にどう影響するかで、相手が変われる
かどうかが決まってくるのです。クリスマスにどうしてツリーやポイ
ンセチアを飾るのか、正月に餅を食べるのか知ってますか？「慣習や
しきたりだから」で終わらせては意味がありません。私たちが無知で
あることを今日捨てましょう。
　そして②今から明日へ！向かって生きていきましょう。私たちは今
に目がいきがちです。パウロは、足なえの人を癒した時、彼の足が可
哀相で、癒したのではありません。彼の今ではなく明日、将来の人生
を見ていたのです。私たちはいつもどこに目が向いているでしょうか？
無知であることと明日を見ないで今を見ることは同じです。私たちが
考える・無知から脱出するためには明日を見なくてはいけません。私
たちの明日が何のためにあって、だからそれをどう生きるかを考える
のです。宮沢賢治の作品で「雨にも負けず」があります。この作品の
モデルになったのは斉藤宗次郎という人です。この人は神さまを知る
前は愛国主義者で国家主義的な思想の持ち主でした。そして教師になっ
てそこで内村鑑三と出会い、彼から感銘を受けて２３歳で受洗します。
ところが洗礼を受けた時から、実家の寺や村から迫害され、大変な人
生を送ります。クリスチャンであるがゆえに教職を追われ、娘は「耶
蘇！」と罵られお腹を蹴られて腹膜炎になって死んでしまいます。そ
んな中でも彼は負けませんでした。彼の生き方が「雨にも負けず」だっ
たのです。これだけ迫害されても、イエスさまの姿にならって、新聞
配達をしながら毎朝、１軒１軒まわりながら、その家のために祈り続
けていました。質素な暮らしを送り、笑顔を絶やさず、みんなを助け
て動いていました。そして後、内村鑑三に呼ばれて牧師になるために
その地を離れることになりました。その時、宗次郎さんは自分を送っ
てくれる人なんていないと思っていました。しかし、彼を見送るため
に駅には町長をはじめ多くの人たちが集まっていたのです。自分を迫
害してきた人たちが…。この人々の中に宮沢賢治もいたのです。斉藤
宗次郎さんの生き様を町の人たちは見たのです。彼は迫害されました。
しかしそれが一粒の麦となって多くの人々を救いに導きました。町全
体が変わったのです。彼の生き様を書いた宮沢賢治の聖書的な作品か
ら多くの文豪たちも影響を受けたのです。斉藤宗次郎の生き方は目的
を果たそうとするものでした。宮沢賢治に「わたしはなりたい」と思
わせる人生でした。命がけで明日に向かって生きていたのです。
　つまり、③命をかけて人生を生きるということなのです。私たちの人
生を命をかけて生きていきましょう。なぜかというと、私たちのため
に命をかけてくださった方がいるからです。ディヴィッド・ウィルカー
ソンという牧師がいました。『十字架と飛び出しナイフ』の著者であり、
ニューヨーク､タイムズ・スクエア教会と厚生施設ティーン・チャレン
ジ・センターの創立者として知られていました。田舎の教会にいまし
たが、ニューヨークに行けという神の導きを聞きその通りにしたので
す。そこで麻薬中毒やギャングの少年少女たちに命がけで福音を伝え
る働きをしていました。彼の命がけの伝道は、人生を通して多くの人
を救いに導きました。私たちは、自分の人生に命をかけてきたでしょ
うか？唯生きるのでは勿体ないです。私たちには定められた時があり
ます。その時をどう生きるかは私たち次第です。
　ある人が約２０００年前に、真っ暗な薄汚れた家畜小屋で産まれま
した。そしてその人は無知な人々によって十字架にかけられました。
彼は、私たちの人生を変えるために、わざわざこの様な場所で産まれ
たのです。私たちの真っ暗な心に光を射すためにです。彼のことを知っ
た多くの人が人生で目的を見出し、生き方を変えました。私たちはど
うしますか？私たちのところにまで、命がけでこのキリストの教えが、
本当の愛が継承されていたのです。今日、自分の素晴らしさ、目的を
知り、自分の光と神さまの光を一緒にして、他の多くの人たちを照ら
していきましょう。

連絡事項
・来週クリスマス礼拝後は会堂にてクリスマス持
ち寄りパーティーをします。その時、プレゼン
ト交換をします。500 円位のプレゼントをお持
ちください。
・クリスマス礼拝などの案内ができました。ご活
　用下さい。


